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(おもに)地震防災について

三重大学大学院生物資源学研究科
共生環境学専攻自然環境システム学講座
水域環境学教育研究分野

三重大学自然災害対策室
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1 . 建物等被害

の / L 喫ま赳節一丸-----
　　　　　　　

( 1 ) 東海地方が大きく被災するケース

･ 項目 冬.深夜 l 夏.昼 ! 冬.夕
揺れによる全壊 約 6 2 7 ,0 0 0 棟

液状化による全壊 約 115,OOO約束

津波による全壊 約 157,000 棟

急傾斜地崩壊による全壊 約 4 .600 棟

地震火災による焼失
平均風速 約 50,000 棟 い 00 0 約 268,OOO 棟''、 -

風速8 m /s 約 66,000 棟 約 86,000 棟 約 310,000 棟

全壊及び焼失棟数合計
平均風速 約 954,000 棟 約 973.000 棟 約 1.172,000 棟

風速8 m /s 約 97q ooo 棟 ト 99 0 0 0 O 約 1,2 14.000 棟'- '

ブロック塀等転倒数 約 5 1a ooo‘‘≠

自動販売機転倒数 約 11,000 件

屋外落下物が発生する建物数 約 354.OOO榛東

※地震動による堤防･水門の機能不全を考慮した場合、津波による建物被害増分は約 16,000棟

項目

揺れによる全壊

液状化による全よる全壊

地震動ケース (基本)

冬･深夜

基本) 津波ケース (ケース⑨)
ー

ー 夏暮 -
T 冬.夕

約 6 2 7 ,0 0 0 棟

約 115,000 棟
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2 . 人的被害

( 1 ) 東海地方が大きく被災するケース

建物倒壊による死者

(うち屋内収容物移動･車云作り、屋内落下物)

津波による死者

早期避難率高

十呼びかけ

早期避難率低

地震動ケース (基本)

冬 ･深夜

約 38,00 0 人

(約 3,000 人)

約 109,0 00 人

約 2 24 ,0 00 人

約 400 人

約 2,60 0 人

約 3 ,30 0 人

津波ケース (ケース‘" )

夏 ･昼 冬･夕

約 17,000 人 約 27,000 人

(約 1,400 人) (約 l,900 人 )

約 6 1,00 0 人 約 63,000 人

約 189 P O O 人 約 190 ,000 人

約 200 人

約 1,600 人

約 1,90 0 人

約 300 人

約 7,300 人

約 7,800 人
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急傾斜地崩壊による死者

地震火災による死者
平均風速

風速8 m /s

ブロック塀 ･自動販売機の転倒、屋外落

下物による死者

平均風速

イ▲‐

約 20 人 約 300 人 約 500 人

約 15 1,0 00 人

~ 約 2 65.000 人

約 80,00 0 人

~ 約 2 07,0 00 人

約 98,00 0 人

~ 約 225 ,000 人
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は既存費刊を1/20万地図上で細際したものであり

1/20万地図上で編集したものであり

　 　 　

i i 一般走向 N 2びW

I - 一般領解l 45 0 W
一般走向 N 20oW
一般顔銅 45 0 W

長さ 40 km
断層型 逆

変位の向き(隆起側) W

単位変位星 81 m 汰上地点における地層の上下変位(須貝ほか計998)から得られた値をネット

最新鋤時期 -
野外調査結栗
対応歴史地震

t44T年 ~

天正地震(l586
地震後経過率 02 6

将来活動確率 (今後30年以内 :BPT分布モデルによる) 約 0 %
将来活動確率 (今倭30年以内 :ポ/ソン過渥七テル丸よる1約 2 %

調査地
変位

イベント
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災害と地形･地盤条件との関連

下麦は±'“↓÷皆目4月こ許庁AI包7いる台;中段丘、弔し、触れも河野J l背‘爵博などの矩形につきて、一対司に←"{増?ている地熱減員否、受けやすい"宮軽寿で上洋宵すズト点をまとめたものです･
この表における蛸贈り良,~ -1窩!きFlm行こ{ば過赤ズ移封;)起こり方やもて『畑靴Jill輝からのをりてあり明罐な辞SLこい畿リ)て□掛り"せん
また人工地={Fついては孜峻する削“)地非や工ゾ追二よ｢て地盤“良否や一義ナる'-‐等′Jど異なを駕宣訪蕩リます話洌to向--塾土地でもガgIl′D埋立地では府決化蝉等小越者やすく山間臼酌潤J&趨･、~辱の谷厘物部では大きな1

震坪により滝封ぜ｢-い貸などか妃こる燭台がわり.盛土川而では土砂廟･談はどの嵐出門!)あります,

塘形
-袖R

受けやすい災害 "l災上乱れすべき点

台地‐段斤 巨霊廟り面･ ニ ー
な 七ほとんどなし 段行蜥付作では土印崩れに注目が“埋.また.-命斥面上の凹jれ稲では,

蒙甜内の内水'□“◎玉意が必要.
-

AB 希に内水氾濫

山鉤1鮒al也
-

B 希に土石流 澤既婚I劇戦の下流では春=鉾に土石流災念の危際!蛾、ある‘

巧低封じの団高地

屑l大地、自浄;即行

B

土石者 ;= -膿舂、内水涎玉高川笑水 通常の洪水では湯水を免れることが多い。大;明り洪水では者水するが.浸
水,劉封l,肘的;乳、.また排水も良くれ小‘期間も短い歳母付近の=州･砂
燈では.高明等により円}kすることもある.

も小柳)jll･砂l製塩

砂丘 希に津波

･鮒瞭也の--同面

谷底井野･氾濫丼噂予

一

D

-
河jl隣小内水川船高◆競も水 !悦雫･地
階--贅

一般的に洪オ特翫をメ費ナやすい,特に偽者龍lr5‘ゞ,朝-三‘開!リリー胆面
より低いため、河蓼から;Jhた水や内川州停冠しやすで)日水割団も娯もし
また一的鰡も理科島。念が斧いため対震特には特に福hめ"大きかったり.地
軸･r宮も略急きれる。

海岸ヰ軒･三角川

小餘腕地･旧河道
-

E
-

ハー地形

水部の1宝立地･干拓旭
河il撫水内水洞翳.高潮!t水地震･地
盤顔省

盛土地は盛土の高さにより群小中浜小絆窩刃)程膜は異なる,一望町に
湛水戸鵬月【野行-~水部の埋立地及び干拓岬は鞭鮒-蔗効孵に、液L雑載親
等が起きやすい誹資成胴の谷埋め都は陥没曲学などの軋轢災害が畔まさ
れる.

低地の埋士部･‘割也の盛土部

;佳代地の谷埋め部

ワンポイント用語

鏑髭 匿'ngln 留 用呵幅雷門戸輯l蔭調-- 錺A胱“ゆき怨▲餌αb … ｣ “-
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,曜し′‐旧艀M川面腹内-『日可fT9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
から〕=◆費聟"=幹蛇

写中谷川の7すく位が｢声高9･OR

囮Google刀レンタ- ! 事 ,-▼ ･夕霧総自用メールンステム

･ ｢輪中堤を過信｣避難妨げが

けす町の後中川内召す.全ての住宅信十77世帯1かき痒くすを続きゞが罷れ-,

｢瀞｢中堤さえあわぱ大丈テ』と神話のように言われね、た。それがもうくも轆解してしまった｣

古対す2号に伴う寸前で炭勤川移れ瑶でる相野谷川が氾聟ーメヒ三虫螺紐臼刻も自宅に取り“零された大里地に
の!中毒.r h内革明さん(56M師話す作とした 川の7-･トンかI病中{嵐萌さ;･4ノキル)を鮒.キたの日刊儲け以
来 初めてだった‘

加川=川に雌防はなてこれまで〆いれとなく7リアゞに-.｣則ら,hようものためれ廿点,ぼけ--よ2006年鵡川
きゞめある大連.協同 引田の8地区をそれぞれ贈りyて圃う=‘“中雌J巻翌るAIノた。1997年の台隆巴号烈日
十--,まで毒したのを豹n---に川崎の対さ封9･4 んトルf-- 以来 暮水籤扇ク付行か ~た…

中州野中 M Il刻曰ロロ皿

国田YCLて上乗情IP彰発信1｢日本
　　　　　　　　　　　　　　　

祢て英語力U P F中興■
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･第1種の想定外:ある閾値以上の規模の事象が起こったりある事象 を義 三
が起こることを,当該の人や機関は知っているが,その対策 (通常は
ハード的な対策)をすることはコストパフォーマンス的に有益でなかった
り,無理だったりするので,対策を行わないか,別の対策に期待する.
以降, ｢第1種の想定外 (知っている想定外)｣と称す.

●第2種の想定外 :ある閾値以上の規模の事象が起こったり,ある事象
が起こったりすることがないと 当該の人や機関は信じている.以降,
｢第2種の想定外 (知らない想定外)｣と称す.

●第3種の想定外 "原発に関わる事故･災害のように｢ある事象が起き
ることを考えてはいけない｣,または｢そんなことが起こるはずがない｣と
コミュニティが強く信じている.ただし,畑村(2010)は, ｢内向けには危険
性を認めて安全対策に真剣に取り組んでいながら,外向けには『絶対に
安全』という建前しか伝えていない,いわば二枚舌である｣としている.
以降, ｢第3種の想定外 (原発型想定外)｣と称す.

結論
L

　　　　　　　 　　

Ufulvfl“}= I

0 最も避けるべきは｢第2種の想定外(知らない想定
外｣である.
0 被害想定,地震予測の類はず｢いつか震度6強が来
るかもね｣というほどの情報しかない.
0 しかし, ｢いつか来るかもね｣は, ｢知らない想定外｣
を防ぐことが出来る.
0 地震の対策は, ｢耐震補強(1981年以前の家)｣と
｢屋内対策｣しかない.
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